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第６章�

１．歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等についての方針
本町では、「歴史的な建造物の保存・活用」、「歴史的な建造物を取り巻く環境の保全・再生」、「歴史と

伝統を反映した人々の活動の継承支援」、「歴史文化遺産の調査研究と普及啓発」の４つの方針に基づき、

歴史的風致維持向上のための取組みを行う。

歴史的風致維持向上施設（※）は本町の歴史的風致の維持向上のために適切な整備と管理を行う。歴

史的風致維持向上施設の維持管理は、行政の関係部局、町民及び関連団体等が連携して推進する。

２．歴史的風致維持向上施設の整備又は管理等に関する事業
⑴�事業一覧

ア）�歴史的な建造物の保存・活用に関する事業

①特別史跡基肄城跡保存修理事業

②基肄城跡顕彰建造物保存修理事業

③とうれぎ土塁・関屋土塁保存修理事業

④御神幸祭関係建造物保存修理事業

⑤歴史的建造物調査事業

⑥歴史的風致形成建造物保存修理事業

⑦国境石保存修理事業

⑧大興善寺保存修理事業

イ）�歴史的な建造物を取り巻く環境の保全に関する事業

⑨基山散策路環境整備事業

⑩基
ㆌ

山
㆖ ㇓

周辺環境整備事業

⑪御神幸祭の道等環境改善事業

⑫長崎街道環境整備事業

⑬木山口町の町並み保存活用支援事業

⑭歴史的市街地の修景推進事業

⑮景観形成推進事業

ウ）�伝統行事や伝統文化並びに史跡の継承に関する事業

⑯基
ㆌ

山
㆖ ㇓

周辺住環境保全活用事業

⑰伝統芸能継承団体支援事業

⑱伝統芸能の担い手育成支援事業
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エ）�歴史的風致に対する認識に関する事業

⑲歴史文化基本構想・文化財保存活用地域計画策定事業

⑳文化遺産調査記録作成事業

㉑歴史まちづくり普及啓発事業

㉒「きやまんもん」を活かした地域活性化事業

 （※きやまんもんとは基山に生きる人 ・々物・文化などを指す方言的表現）

㉓きやまんもん文化遺産情報館（仮称）整備事業

㉔歴史のまち案内サイン整備事業

㉕元禄絵図の道サイン整備事業

図 歴史的風致維持向上施設に係る事業の位置



第 6章 歴史的風致の維持向上施設の整備又は管理等に関する事項 195

⑵�各種事業概要
ア）�歴史的な建造物の保存・活用に関する事業

事業の名称 ①特別史跡基肄城跡保存修理事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 )

歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業・史跡等買上げ（直接買上げ）事業
町単独費

事業期間 平成 21年度〜

事業の位置

基肄城跡の史跡指定区域内

事業の概要

特別史跡基肄城跡の遺構保存修理等を実施

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

特別史跡基肄城跡の遺構保存修理は一部にとどまり、多くは未着手の状況で遺構
劣化がひいては史跡景観を損なっている。このことから多くの遺構の保存修理を

行い、劣化した遺構状況を改善することで、基
�ㆌ�㆖㇓

山とその周辺の環境をより良好な

ものにすることから、基
�ㆌ�㆖㇓

山にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。

写真 土塁を登る登山者によって崩壊する土
塁線

写真 平成 30 年７月豪雨災害で崩壊した基
肄城跡内道路

図 事業地
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事業の名称 ②基肄城跡顕彰建造物保存修理事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 5年度〜令和10 年度

事業の位置

基肄城跡の史跡指定区域内及びその周辺

事業の概要

昭和 8 年に建造された天智天皇欽仰之碑等の保存修理を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

昭和 8 年（1933）に県民・町民の枠を越え総力でつくりあげられた基肄城跡顕彰
に関わる建造物を保存修理することで、現在まで続けられている特別史跡基肄城
跡顕彰活動の歴史を後世に伝えていくための景観を整え、今後の活動の継続につ

なげていくことから、基
�ㆌ�㆖㇓

山にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。

写真 天智天皇欽仰之碑 銘板欠損 写真 通天洞 劣化進行による立ち入り禁止

図 事業地



第 6章 歴史的風致の維持向上施設の整備又は管理等に関する事項 197

事業の名称 ③とうれぎ土塁・関屋土塁保存修理事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 町単独費

事業期間 令和 9 年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

どうれぎ土塁・関屋土塁の遺構保存修理及び活用のための環境整備等を実施

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

とうれぎ土塁や関屋土塁は、史跡指定されないまま遺構劣化が進行し、ひいては
史跡景観を損なっている。このことから多くの遺構の保存修理を行い、劣化した

遺構状況を改善し、活用のための環境整備をすることで、基
�ㆌ�㆖㇓

山と一体となって歴

史を伝える遺構を守るとともに、良好な市街地環境の形成につながることから、

基
�ㆌ�㆖㇓

山にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。

写真 土塁範囲の明示がない関屋土塁写真 雑草が繁茂し劣化が進むとうれぎ土塁

図 事業地
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事業の名称 ④御神幸祭関係建造物保存修理事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 6 年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

荒穂神社の秋の大祭�御神幸祭に関わる建造物の保存修理のための補助を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

荒穂神社の秋の大祭�御神幸祭に関わる建造物について、保存修理を行うことで、
祭催行時の街なみ景観を整えることにつながり、催行者の参画意欲を高め、活動

の継承にもつながることから、基
�ㆌ�㆖㇓

山にみる歴史的風致や荒穂神社の御神幸祭にみ
る歴史的風致の維持向上に寄与する。

写真 劣化が目立つみこしあつめ

図 事業地
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事業の名称 ⑤歴史的建造物調査事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 2年度〜令和10 年度

事業の位置

重点区域全域

事業の概要

歴史的風致形成建造物保存修理事業を実施するにあたり、候補建造物を旧状に
復する根拠としての痕跡や関係資料の調査を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

歴史的風致形成建造物を保存修理する事業を実施するに先立ち、建造物に残さ
れた改修痕跡および関係資料の調査を行うことで、旧状に復する事業目的の質を
高める。また、事前調査を対象建造物に実施していくことで、所有者の歴史的建
造物に対する意識付けを促し、建造物滅失を防ぐとともに、継承意識ならびに保
存への意識向上へつなげることで、本町の維持向上すべき歴史的風致全般の維持
向上へ寄与する。

写真 建造物調査の様子

図 事業地

写真 瓦崩落の恐れのある歴史的建造物
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事業の名称 ⑥歴史的風致形成建造物保存修理事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和元年度〜令和10 年度

事業の位置

重点区域全域

事業の概要

基山町の維持向上すべき歴史的風致を構成する市街地に点在する歴史的建造物に
ついて、歴史的風致形成建造物に指定し、保存修理等に関わる費用を補助する。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

重点区域内に所在する歴史的建造物に対し、歴史的風致形成建造物に指定し、
保存修理のための費用を補助する。このことにより後継者不足や修理費用の負担
等による歴史的建造物の滅失、荒廃といった課題を解決し、歴史的建造物を保護
することで重点区域内の歴史的風致の維持向上を図ることに寄与する。

写真 平成 30 年 7月豪雨災害で被災した
   住吉神社

写真 歴史的風致を損なう波板による補修

図 事業地
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事業の名称 ⑦国境石保存修理事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 町単独費

事業期間 令和 8 年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

二つ合わせの石柱が三ヶ所設置され、本来合わせ面を三ヶ所結ぶことで肥前国と
筑前国の国境が表現されていたが、国道 3号の拡幅工事によって移転されたさい、
合わせ面個々が雁行し、本来の国境線表現が満たされていない。現在地で旧状に
復するとともに、樹木で暗部が多い周辺環境の改善を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

国境石が持つ本来の表現機能を復すことで、近世の人と物の流通導線であった長
崎街道の景観形成を促進し、国境の町・基山を印象付けるとともに、歴史的建造
物を将来にわたって保護していくことから、木山口町にみる歴史的風致の維持向上
を図ることに寄与する。

写真 国境線を表現していない二国境石

写真 �二国境標石

図 事業地
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事業の名称 ⑧大興善寺保存修理事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 )

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費
歴史的観光資源高質化支援事業

事業期間 令和 3年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

近世・近代の寺院建築として基山町にとって貴重な建造物である大興善寺本堂お
よび仁王門について保存修理を行うための補助を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

つつじの町基山を象徴するつつじまつりを催行する大興善寺の本堂・仁王門を保
存修理することで、近年増えつつある外国人観光客を含めたつつじまつりを訪れる
人々が、美しく手入れされたつつじ園や寺院を感じることができ、歴史を反映した
活動の継承や来訪者への認知向上につながることから、大興善寺にみる歴史的風
致の維持向上を図ることに寄与する。

写真 仁王門 写真 本堂

図 事業地
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イ）�歴史的な建造物を取り巻く環境の保全に関する事業

事業の名称 ⑨基山散策路環境整備事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 5年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

特別史跡基肄城跡の散策環境を改善するために、史跡景観に配慮しつつ、案内板
等の環境整備とともに耐久性のある散策路整備を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

特別史跡基肄城跡の散策環境を改善し、史跡ある山として蘇らせることを通して、

基
�ㆌ�㆖㇓

山にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。

写真 散策環境の障害となる樹木写真 平成 30 年７月豪雨災害で通行不能
となった散策路

図 事業地
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事業の名称 ⑩基
ㆌ

山
㆖㇓

周辺環境整備事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 2年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

基
ㆌ

山
㆖㇓

の樹林環境を整えるため伐採・整枝計画を立案し、明るい山の環境を取り戻す。
また、基山山頂へ至るアクセス道路や特別史跡基肄城跡が日本遺産の構成文化財
になったことから増加しつつある外国人観光客を含めた来訪者向けの便益施設（駐
車場、トイレ、ガイダンス施設）などを整備する。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

基
ㆌ

山
㆖㇓

について、特別史跡としての整備に加えて、山林環境を整えることで明るい環
境を取り戻し、特別史跡基肄城跡が日本遺産の構成文化財になったことから増加
しつつある外国人観光客を含めた来訪者向けの便益施設を整えることで、基

�ㆌ�㆖㇓

山に
みる歴史的風致の諸活動を促進し、維持向上に寄与する。

写真 獣害によって掘り起こされた階段 写真 平成 30 年 7月豪雨災害で被災した
   道路（県道基山公園線）

図 事業地
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事業の名称 ⑪御神幸祭の道等環境改善事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 3年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

御神幸祭の道、大興善寺参道及び園部くんち御神幸の道の美装化をはじめとした
景観整備を行う。（L= 約 2.1km）

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

御神幸祭催行の道を美装化し、顕在化することで、祭と言う「ハレ」の場をつくり
出し、催行者の参画意識の向上を促すとともに、観覧者への祭に対する意識の定
着化につなげるとともに、大興善寺に向かう参道の環境を改善することによって、
基山にみる歴史的風致、荒穂神社の御神幸祭にみる歴史的風致及び大興善寺に
みる歴史的風致の維持向上に寄与する。

写真 劣化した舗装 写真 一般的な舗装

写真 景観に配慮しないガードレール他

図 事業地

写真 大興善寺参道
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事業の名称 ⑫長崎街道環境整備事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 町単独費

事業期間 令和 8 年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

長崎街道を顕在化するために景観に配慮した美装化舗装をはじめとした景観整備
を行う。（L= 約 3km）

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

近世の人と物の移動を知る上で重要な役割を担った長崎街道であるにも関わらず、

一般道と変わらぬ意匠であることから、基
ㆌ

山
㆖㇓

への登山や原田宿と田代宿の間宿と
しての木山口町の歴史的風致を損なっており、美装化により顕在化することで、木
山口町にみる歴史的風致の維持向上に寄与する。

図 事業地

写真 一般的な意匠 写真 劣化が進行
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事業の名称 ⑬木山口町の町並み保存活用支援事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 2年度〜令和10 年度

事業の位置

木山口町

事業の概要

木山口町の歴史的環境整備を行う地元協議会への支援を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

木山口町のまちづくりを進めるにあたり、関係する人々によるまちづくり協議会を
立ち上げ、歴史的風致維持向上計画関係事業を展開するための官民協働の議論を
行い、まちづくりへの参画意識を定着させるとともにまちづくりへの愛着を醸成す
ることで、木山口町にみる歴史的風致の維持向上へ寄与する。

図 協議会イメージ

図 事業地
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事業の名称 ⑭歴史的市街地の修景推進事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 6 年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

長崎街道や城戸、丸林地区等の集落に保たれる 歴史的風致を阻害する建築物
や工作物の修景を行うための補助を実施する。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

長崎街道や『元禄絵図』に描かれた歴史性を有する道路、ならびに基山からの眺
望景観において、大型看板の設置、歴史的風致に合致しない洋風、現代意匠建造
物について、景観修景を行うことで歴史的風致の周辺環境の改善を図り、木山口
町にみる歴史的風致の維持向上に資する。

図 事業地

写真 現在の長崎街道の沿道の景観（木山
口町）

写真 集落の歴史的風致（城戸地区）
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事業の名称 ⑮景観形成推進事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 町単独費

事業期間 令和 7年度〜令和 9 年度

事業の位置 町内全域

事業の概要

歴史的風致を維持向上した後の、景観保全策としての『景観計画』等を策定する。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

歴史的町並み整備とともに、景観保全のための制度を策定し、条例施行を行うこ
とで、町民の景観に配慮した意識向上と、歴史的風致を構成する街並み景観を保
全することで、本町の維持向上すべき歴史的風致全般の維持向上に寄与する。

図 事業地



210

ウ）�伝統行事や伝統文化並びに史跡の継承に関する事業

事業の名称 ⑯基
ㆌ

山
㆖㇓

周辺住環境保全活用事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 6 年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

特別史跡基肄城跡を含む基
ㆌ

山
㆖㇓

の環境保全活動を行うにあたり、持続可能でかつ円
滑に進めるための仕組みづくりを行う。仕組みをつくりあげるために既存の団体と
の連携協議や、制度設計を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

町民の意識と力によって、長きにわたり保護されてきた基
ㆌ

山
㆖㇓

の環境保全に対し、
持続可能かつ円滑に進めるための制度設計を行うことで、官民連携の基

ㆌ

山
㆖㇓

の環境
保全に取り組む。これを行うことで、基

ㆌ

山
㆖㇓

を保全する町民意識の向上を図るととも

に、自らの山という意識付けと愛する心を育成し、基
ㆌ

山
㆖㇓

にみる歴史的風致の維持
向上に寄与する。

写真 民間団体による散策環境改善活動

図 事業地
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事業の名称 ⑰伝統芸能継承団体支援事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 昭和 46 年度〜

事業の位置 町内全域

事業の概要

基山の伝統的民俗芸能に対し、継承等のための活動費及び学識経験者の指導・
助言に基づく道具や衣装修理費を補助する。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

伝統的民俗芸能を維持するための道具、衣装を修理することで、毎年催行される
民俗芸能への参画意欲向上を図り、ひいては維持向上すべき歴史的風致を構成す
る営みの活性化を促すこと、荒穂神社の御神幸祭にみる歴史的風致や地域の祭事
にみる歴史的風致をはじめ、関係する歴史的風致の維持向上に寄与する。

事業の名称 ⑱伝統芸能の担い手育成事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 町単独費

事業期間 令和 2年度〜令和10 年度

事業の位置 町内全域

事業の概要

伝統的民俗芸能を次世代へつなげるために、次世代を担う本町の子どもや若者た
ちに対し、多世代交流を促し、芸能の意味や歴史を伝える活動や、演舞の所作を
教える育成事業に対して支援を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

歴史的風致を構成する担い手を次世代へ受け渡すための活動に対し、育成支援を
行うことで、荒穂神社の御神幸祭にみる歴史的風致や地域の祭事にみる歴史的風
致をはじめ、関係する歴史的風致の維持向上に寄与する。

写真 獅子組の演舞 写真 鼻高面

写真 災払 写真 鉦風流
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エ）�歴史的風致に対する認識に関する事業

事業の名称 ⑲基山町歴史文化基本構想・文化財保存活用地域計画策定事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 町単独費

事業期間 令和 9 年度〜令和10 年度

事業の位置 町内全域

事業の概要

基山町の文化遺産マスタープランである『基山町歴史文化基本構想』を策定し、
文化財については必要に応じて『文化財保存活用地域計画』を策定する。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

基山町の文化財・文化遺産を未来へつないでいくためのマスタープランを作成し、
維持向上すべき歴史的風致を構成する文化遺産への理解と町民への保護意識向上
に取り組んでいくことで、歴史的風致全般の維持向上に寄与する。

事業の名称 ⑳文化遺産調査記録作成事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 )

文化遺産総合活用推進事業
社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 平成 27年度〜令和10 年度

事業の位置 町内全域

事業の概要

維持向上すべき歴史的風致を構成する文化遺産に関する付帯情報の悉皆調査なら
びに記録作成を行う。また、必要に応じて詳細調査を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

文化遺産の悉皆調査ならびに記録作成を行うことで、歴史的風致維持向上計画関
係事業の歴史的・文化的根拠付けと町民の誇りを醸成し、地域に根差した個性あ
る事業であるという意識付けを促すことで、歴史的風致全般の維持向上に寄与す
る。
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事業の名称 ㉑歴史まちづくり普及啓発事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 平成18 年度〜令和10 年度

事業の位置 町内全域

事業の概要

悉皆調査にて取得した文化遺産情報を活用し、多様な媒体（文化遺産冊子、解説
漫画、創作劇、公開展示など）での情報公開を行い、町民の意識の中に基山の
個性である歴史と文化を定着させる。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

基山町の歴史と文化を生かしたまちづくり事業である歴史的風致維持向上計画関
係事業への理解と効果を促進するために、様々な媒体を通して町民へ伝えること
で、歴史的風致全般の維持向上に寄与する。

事業の名称 ㉒「きやまんもん」を活かした地域活性化事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 町単独費

事業期間 平成 27年度〜令和10 年度

事業の位置 町内全域

事業の概要

基山の文化遺産を活かした観光振興策として、土産物や特産物に対して歴史的風
致に関する情報提供を行う民間団体への支援を行う。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

基山の文化遺産を多様な素材で広く伝えることで、重点区域内に留まりがちな歴
史的風致への認識を広く周知するとともに、町域に展開している維持向上すべき歴
史的風致への認識を高め、ひいては歴史的風致全般の維持向上に対する理解を
深めることにつながる。
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事業の名称 ㉓きやまんもん文化遺産情報館（仮称）整備事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 6 年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

特別史跡基肄城跡のみならず、大興善寺、長崎街道をはじめとする基山町内の多
様な歴史と文化を情報発信し、かつ町域で活動する関係団体の活動拠点とする施
設を整備することで、情報共有を図り広がりのあるまちづくり活動へと結び付けて
いく。また、本施設を維持向上すべき歴史的風致の多世代交流ならびに増加しつ
つある国内外からの観光客が気軽に立ち寄り基山の歴史や文化等の情報が得られ
る施設とする。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

基山町に関わる多様な文化遺産情報の集積を図り、関係する民間団体の情報共有、
集いの場として活用できる施設を整備することで、歴史的なまちづくりを行う諸団
体の連携強化、担い手育成の場、さらにはこれら多様な活動やその成果の観光資
源化を図り住民はもとより来訪者むけの情報発信施設として整備することによって
歴史的風致全般の維持向上に資する。

図 整備イメージ（資料：基肄城跡保存整備基本計画）

図 事業地
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事業の名称 ㉔歴史のまち案内サイン整備事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 2年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

特別史跡基肄城跡が日本遺産「古代日本の「西の都」」の構成文化財になったこと
から顕著となりつつある外国人観光客の増加も含め、国内外からの観光客むけの
特別史跡基肄城跡が内の誘導・解説サインの整備ならびに主要幹線道路からの誘
導サインを整備する。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

基肄城跡への誘導や散策環境を整えることで、安全な回遊性の向上を図るととも
に、国内外からの来訪を促し、認知の拡大につなげ、基山にみる歴史的風致をは
じめ関係する歴史的風致の維持向上に寄与する。

写真 倒れかけているサイン 写真 ユニバーサルデザイン化が遅れたサイン

図 事業地



216

事業の名称 ㉕元禄絵図の道サイン整備事業

事業主体 基山町

事業手法
( 国の支援事業の名称等 ) 社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）・町単独費

事業期間 令和 2年度〜令和10 年度

事業の位置

事業の概要

町内の文化財・文化遺産を訪れる国内外の観光客に対応した『元禄絵図』に描か
れた現存する道へ解説サインおよび道標を設置することで、回遊性を確保する。

事業が歴史的風致の
維持向上に寄与する理由

『元禄絵図』に描かれた現存する道をサイン整備により顕在化することで、古い町
並みであることの認知を拡大させるとともに、郷土愛を育成する。さらに昨今増加
傾向にある国内外からの観光客に対する案内サインとしても整備することで、それ
らの道を行き交う歴史的風致全般の維持向上に寄与する。

写真 『元禄絵図』の道（丸林）

図 事業地


